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本
誌
編
集
部

日
本
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援

復
興
の
道
は
険
し
い
。
社
会
の
和
解
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、

人
材
育
成
な
ど
、
一
つ
ひ
と
つ
積
み
重
ね
て
い
く
し
か
な
い
。

率
先
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
日
本
の
貢
献
を
紹
介
す
る
。

  

二
〇
一
〇
年
一
月
、
新
テ
ロ
特
措
法
の
期
限
切
れ
に
伴
い
、
対
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
軍
事
作
戦
に
従
事
す
る
米
軍
艦
船
等
に
対
し
て
の
洋

上
補
給
（
給
油
）
活
動
が
終
了
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
中
東
の
安

定
化
に
向
け
た
日
本
の
協
力
の
あ
り
方
が
国
内
で
広
く
議
論
さ
れ
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
し
か
し
、
こ
の
点
ば
か
り
に
目
を
向
け
て

論
じ
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
人
道
的
観
点
か
ら
、
ま
た
テ
ロ
撲

滅
と
い
う
観
点
か
ら
、
日
本
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興
に
向
け
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

  

二
〇
〇
九
年
一
一
月
に
は
五
年
間
で
最
大
約
五
〇
億
ド
ル
の
対
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
発
表
す
る
な
ど
、
経
済
分
野
で

の
日
本
の
取
り
組
み
は
目
覚
ま
し
い
。
一
方
で
、
こ
れ
ま
で
五
回
も

の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
に
向
け
た
国
際
会
議
を
主
催
す
る
な
ど
、

政
治
的
側
面
で
の
貢
献
も
見
逃
せ
な
い
。
と
り
わ
け
、
〇
二
年
一
月

の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
国
際
会
議
（
東
京
会
議
）
は
、
復
興

プ
ロ
セ
ス
開
始
の
契
機
と
な
る
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
同

会
議
は
そ
の
後
ベ
ル
リ
ン
（
〇
四
年
）、
ロ
ン
ド
ン
（
〇
六
年
）、
パ

リ
（
〇
八
年
）
で
開
催
さ
れ
た
。
大
使
館
員
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
関
係
者
の
現
地
で
の
活
動
に
加
え
、
専
門
家
の
派
遣
（
年

間
延
べ
一
二
四
名
）
や
研
修
員
の
受
け
入
れ
（
年
間
延
べ
二
九
一
名
）

な
ど
、
人
的
側
面
で
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

  

以
下
、
総
額
三
一
・
五
億
ド
ル
（
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
〜
一
一
年

六
月
実
績
）
に
の
ぼ
る
支
援
額
の
内
訳
に
も
触
れ
つ
つ
、
日
本
の
対

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
支
援
へ
の
取
り
組
み
を
跡
付
け
る
。

ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
（
民
主
化
支
援
）

  

二
〇
〇
一
年
一
二
月
、
一
連
の
動
乱
を
経
て
新
生
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
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ン
の
政
治
的
安
定
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
（
ボ
ン
合
意
）
が
国
連

主
導
で
締
結
さ
れ
た
。
そ
れ
以
後
、
憲
法
の
制
定
、
選
挙
人
の
登
録

な
ど
の
国
家
統
治
機
構
整
備
を
経
て
、大
統
領
選
挙（
〇
四
、〇
九
年
）

お
よ
び
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
日
本
は
独
立
選
挙
委

員
会
へ
の
経
済
支
援
や
選
挙
監
視
団
の
派
遣
を
実
施
し
、
民
主
化
プ

ロ
セ
ス
を
下
支
え
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
は
こ
れ
ま
で
、

支
援
総
額
の
約
一
割
に
当
た
る
三
・
三
億
ド
ル
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

治
安
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

  

戦
闘
の
意
思
を
露
わ
に
す
る
武
装
集
団
を
前
に
、
日
本
が
単
独
で

で
き
る
こ
と
は
少
な
い
。
他
方
で
、
戦
闘
行
動
の
終
了
し
た
地
域
で

の
治
安
改
善
支
援
は
日
本
の
得
意
分
野
だ
。

  

日
本
の
主
導
の
も
と
、
す
で
に
二
〇
〇
六
年
六
月
に
は
六
万
人
も

の
旧
国
軍
兵
士
の
武
装
解
除
、
動
員
解
除
、
社
会
復
帰
を
主
眼
と
す

る
Ｄ
Ｄ
Ｒ
が
完
了
し
た
。
ま
た
、
Ｄ
Ｄ
Ｒ
で
は
対
象
と
さ
れ
な
か
っ

た
地
方
軍
閥
な
ど
の
解
体
・
社
会
へ
の
再
統
合
（
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｇ
）
に
関

し
て
も
、
〇
六
、〇
七
年
と
立
て
続
け
に
国
際
会
議
を
開
催
す
る
な

ど
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
発
揮
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
は
、

総
額
二
・
八
億
ド
ル
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

  

日
本
の
治
安
改
善
支
援
と
し
て
今
一
つ
注
目
す
べ
き
な
の
が
、

警
察
力
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
だ
。
一
〇
年
に
は
、
警
察
官

一
一
・
六
万
人
の
給
与
の
半
年
分
相
当
を
支
援
す
る
な
ど
、
警
察
組

織
の
確
立
に
向
け
た
財
政
支
援
は
手
厚
い
。
ま
た
、
現
地
警
察
官
に

対
す
る
識
字
教
育
や
日
本
で
の
警
察
官
研
修
の
実
施
と
い
っ
た
人
材

育
成
、
テ
ロ
リ
ス
ト
集
団
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
の
国
境
警
備
施
設
の

建
設
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
分
野
に
は
こ
れ
ま
で
、五
・

六
億
ド
ル
が
割
り
振
ら
れ
て
い
る
。

経
済
社
会
復
興
に
向
け
た
総
合
的
支
援

  

政
治
シ
ス
テ
ム
も
、
そ
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
の
治
安
維
持

能
力
も
、社
会
秩
序
を
保
つ
た
め
の
前
提
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
家
の
自
立

を
促
す
た
め
の
開
発
支
援
が
重
要
で
あ
る
。
実
の
と
こ
ろ
、
日
本
が

最
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
同
国
の
持
続
的
、
自
立
的
発

展
の
た
め
の
支
援
な
の
で
あ
る
。

  

経
済
基
盤
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
日
本
は
三
・
六
億
ド
ル
以
上
を
投

じ
て
い
る
。
七
〇
〇
Km
に
及
ぶ
幹
線
道
路
の
整
備
や
カ
ブ
ー
ル
国
際

空
港
の
整
備
に
よ
る
首
都
機
能
の
強
化
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
そ
の

中
心
を
な
す
。

  
ま
た
、
農
業
支
援
、
農
村
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
二
・

三
億
ド
ル
の
資
金
を
も
と
に
、
国
立
中
央
農
業
試
験
場
の
再
建
や
灌

漑
・
小
規
模
水
力
発
電
整
備
を
始
め
、
全
土
で
七
〇
〇
以
上
の
学
校
、
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ク
リ
ニ
ッ
ク
、
橋
、
運
河
な
ど
が
建
設
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
ま
で
配
慮
し
た
き
め
細
か
な
支
援
が
な

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

  

そ
の
他
、
保
健
・
医
療
（
延
べ
約
五
〇
〇
〇
万
人
に
対
す
る
ワ
ク

チ
ン
供
与
、
七
七
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
建
設
、
約
一
〇
〇
〇
の
井
戸
整

備
）
に
一
・
三
億
ド
ル
、
教
育
・
職
業
訓
練
（
七
〇
〇
以
上
の
学
校
、

一
五
の
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
建
設
）
に
一
億
ド
ル
、
難
民
・
国
内

避
難
民
支
援
に
一
・
六
億
ド
ル
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
通
じ
た
支
援
に
一
・
三
億

ド
ル
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
技
術
協
力
に
一
・
八
億
ド
ル
が
支
出
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
に
総
額
四
・
八
億
ド
ル
に
の
ぼ
る
人
道
支
援
が
加
わ

る
。
人
道
支
援
の
中
身
も
ま
た
、
食
料
、
シ
ェ
ル
タ
ー
の
提
供
か
ら

社
会
へ
の
帰
還
民
再
統
合
の
た
め
の
支
援
、
約
一
五
万
人
に
対
す
る

医
療
支
援
な
ど
実
に
さ
ま
ざ
ま
だ
。

  

ま
た
、
支
援
の
対
象
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
文
化
に
ま
で
及
ぶ
。

ユ
ネ
ス
コ
と
の
連
携
の
も
と
で
行
わ
れ
て
い
る
バ
ー
ミ
ヤ
ン
遺
跡
の

保
存
・
修
復
お
よ
び
人
材
育
成
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
伝
統
陶
芸
「
イ

ス
タ
リ
フ
焼
」
の
陶
芸
技
術
復
興
の
た
め
の
支
援
な
ど
も
、
長
期
的

な
視
点
に
立
っ
た
「
復
興
」
の
た
め
の
取
り
組
み
と
い
え
よ
う
。

  

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
に
向
け
た
日
本
の
取
り
組
み
に
は
一
貫
性

と
地
道
な
努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府
を
は

じ
め
国
際
社
会
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
■
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